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【梗概】世界のどの国においても隣国との政治・外交関係は，歴史的に絡まった過去の影響

もあって非常に難しい側面がある。日本にとっての朝鮮半島とのかかわりは，その最たるものの

一つで，それは昨今の日韓関係に如実に表れている。東アジアにおいては，古代より中華思想、

に基づく華夷秩序システムが維持されてきたことから，その国際秩序観念を理解しておくこと

は，現代の隣国関係を考える上においても有用な視点といえる。とくに同じ東アジアの文化圏に

ありながら，日中韓の指導者層の思考法には微妙に温度差があるので，それに対する自覚的理

解も必要であろう。

1. 中国の伝統的国際秩序観念

一東アジア・システム

( 1 ）「中華民族の偉大なる復興」

昨今の日中，日韓の緊張 ・葛藤状態について

は周知のところであろうが，それをもたらしてい

る中国と韓国の国際秩序観念について考えて

みたい。「観念Jであるから，その淵源をはるか

遠くlこもっ伝統的なもので、あるが，これが現代

にどのように繋がっているかを考えてみたい。

習近平総書記の登場以来，彼の演説のキー

・わたなべ・としお
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ワードは，「中華民族の偉大なる復興j「中国の

夢」である。 2012年11月の共産党第四回党大

会において，習近平が共産党最高指導者（党総

書記）に選出されたが，私はその第一声に注目

した。

天安門広場に隣接する国家博物院で習近平

総書記は，他の中央常務員を左右に従えて， 20

分くらいの演説を行った。党大会は予定より1カ

月ほど遅れて開催されたが，それは次期党総書

記に誰を選出するかなと背後で重要な議論が

行われたためだ、ったらしい。習近平総書記が党

大会に現れたとき，それまで彼については余り

知られていなかったこともあり，彼の第一声には

多くの‘注目が集まった。

その演説の要旨は次のようなものだ、った。

一一アへン戦争での敗北以来， 170年余にわた

り，屈辱の歴史を背負わされてきたわが中華民

族が，ついに偉大なる復興への道を探り当て，

世界を陸自させる成果を収めつつある。「中華

民族の偉大なる復興Jこそが，近代以来の中国

・人が最も強く待ち望んでいた「夢Jである。現

在，われわれは過去のし、かなる時期よりも「中

華民族の偉大なる復興Jの目標に近づいてい

る0 • 

これが今日に至るまでの彼の演説のキー

ワード、になっている。アジアインフラ投資銀行

(AIIB）設立に向けた会議での演説でもそうで

あったし，ワイグイル地区で、爆弾テロ事件のような

ネガティブな事件が起きたときも，（こんなこと

では「中華民族の偉大なる復興」の夢も遠ざ

かってしまうなどと） この言葉を使っている。

私がこの「中華民族の偉大なる復興Jとい

う表現を聞いて思い起こしたのは，フランス語

の「ルネサンス（renaissance)J （復興・再生）

である。復興・再生と言った場合，偉大なる過去

がどこかにあってそこに回帰する，あるいは偉

大なる過去を現代の文脈の中に再生・再現させ

るとし、う言外の意味があるのではなし、かと直感

する。そこで中国研究者等に私の直感を話して

みたところ，大方は肯定的な受け止め方だ、った。

（教科書的に言えば）ノレネサンスとは，中世

ヨーロッパ全体を覆っていた神聖ローマ帝国

（とキリスト教世界）という一元的権力の重苦

しさから逃れんがために，北部イタリアを中心

に勃興した文芸復興運動であり，つまりは，古典

古代（古代ギリシア・ローマ）の復興，再生で

ある。

もしこの解釈が正しいとすれば，習近平総書

記は，中国の偉大なる過去に回帰し，それを現

代に再現したいとい列島、意志を持っているの

であろう。その「偉大な過去Jとは，いつの時

代をさすのか。結論的に言えば，大清帝国であ

る。

( 2）伝統中国への回帰とナショナリズム

英国の経済学者，アンガス ・マディソン

(Angus Maddison, 1926 2010年，フローニン

ゲン大学名誉教授）の歴史推計に拠れば， 18
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隣国とどうつき合うか

世紀半ばの大清帝国のGDPは世界全体の3～4

割を占めていたという。2000年以上の中国王

朝興亡史を振り返り，それぞれの王朝の版図を

経年的に観察してみると，確かに清の時代の版

図が最大である。この時代の清は，チベット，モ

ンゴ'Iv，ワイグツレをも併合した。当時の中国（清）

は（国民国家で、はなし1が）世界から仰ぎ見ら

れるような一つの巨大な帝国であった。一方，

同時代の西洋社会は市民革命や産業革命以前

の時代であり，清の繁栄は世界の中で、も唯一の

きらびやかさを誇っていたのであろう。

非常にリアリスティックな中国人が「中華民

族の偉大なる復興Jとし、う言葉からイメージす

るのは，秦や唐でもなく，明でもなく大清帝国

のことではないかと思う。このような意識が，習

近平総書記の頭の中にあるのではないか。そし

てこの心情が，現代の中国のナショナリズムを

構成する重要な要素の一つで、はなし、かと考え

ている。

一般社団法人・アジア調査会は， 1989年以

来，毎年，毎日新聞社と共同で「アジア・太平

洋賞Jを発表しているが， 2014年度の第26回

受賞者は中国・復且大学文史研究院の葛兆光

院長だ、った。原著は，『宅議中国一重建有関「中

国」的歴史論述』（2011年）という浩輸なもの

であるが，辻康吾・濁協大学元教授がその内

容を圧縮して監修され『中国再考ーその領域・

民族・文化』（岩波現代文庫）としてまとめら

れた。

その中に次のような表現がある。

一一最近一部の中国の研究者は，過去数百

年，西側が主導してきた世界秩序の後に，中国

の「台頭」にともない，自らの伝統中国の「天

下秩序」あるいは「天下主義Jが近代世界秩

序の新たな源泉としてとって代わるべきだ、と考

えている。

中国の知識人は根深い「天下主義Jと「天
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朝心情Jを抱いている。現在「中国台頭Jのス

ローガンに突き動かされている多くの人々は，近

代以来，西側（とくにアメリカ）が世界秩序を主

導していることに反感を抱き，「天下主義j，「天

の夢j であり，この夢の実現に一番近いところ

に自分たちがいる，もう一息だから，党員・国民

諸君，一層がんばろうではなし、かとしづ訴えが，

「天朝心情」であり，つまりは復古調のナショナ

下システムJ，あるいは「新天下主義Jを大声で リズムに他ならない。

叫んでいる。．

さらに問題なのは，最近様々の言論がアカ

デミズムの範囲を越え，政治的言説の中に参入

し，その背後にはかなり複雑な動機や背景が

隠されていることである。．．．

大変面倒なこと，つまり「天下J観念が激化

され，「朝貢Jイメージを本当だと思いこみ，「天

朝jの記憶が発掘され，おそらく中国文化と国

家感情は逆に，全世界的文明と地域的協力に

対抗する民族主義（あるいは国家主義）的感

情となり，それこそが本当に「文明の衝突Jを

誘発することになるであろう0 • 

葛兆光院長は，国力と軍事力の増強に伴う中

国の台頭を「慢心の心理状態Jだとし，貧弱な

時代の危機意識だと批判する。伝統中国への

回帰，アイデンティティの淵源を伝統中国に求

めようという「天朝心情Jが国学ブームとなっ

て，これが現代中国の歴史学やジャーナリズム

の主流になりつつあるとし、う警告は注目こ値す

る。

考えてもみれば，無理もないとも感じる。中

国は， 2001年にWTOに加盟し，世界経済のステ

ークホルダーとして国際的認知を受けた。その

後，北京オリンヒ。ック（2008年），上海万博（2010

年）を相次いで開催し，同年GDPで日本を凌駕

し世界第二位の経済大国に躍り出た。さらに

2015年にはAIIB設立を呼びかけ，英独仏伊など

G7のヨーロッパ諸国をはじめ，韓国 ・オーストラ

リアなど57カ国がこれに応じた。中国は昇竜の

ような気分なのであろう。

「中華民族の偉大なる復興」こそが「中国
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( 3）伝統中国の国際秩序観念とその変容

自国中心の国際秩序観念は，中国人エリート

において抜きがたい伝統になっているように思

われる。中国人エリートは，国際秩序を伝統的

にどう見てきたか。それを図式化したものが図l

である。

「中華（中原）」とは，黄河の中流域（河南省）

から下流域（山東省）にかけての地域で（華北

平原，洛陽盆地ともいわれる），その中心都市が

鄭州（洛陽）である。中国人が中華文明発祥の

地と考えるところでもある。

この地域の中心で諸勢力が覇を競い争って
お

きた。「中原に鹿（＝天子）を逐う」という表現

もあるように，中原での覇権争いに勝利した者

が，天子となり王朝を打ち建て，そうして中国は

王朝の反転・転覆史を繰り返してきた。多様な

種族が争ってきた結果，諸種族は混請してきた

に違いない。漢族とはフィクショナノレな種族概

念である。

中華（中原）を中心にして同心円的に広が

ってで、きたものが 「伝統中国の国際秩序観念J

である。同心円的に外延が拡大していくのだが，

どこかに境界線があるという認識はあった。そ

の中ではっきりした境界線と言えば，（旬奴など

の） 北方遊牧・騎馬民族との境である。それが

今日にも残る「万里の長城Jであり，その向こう

側の民族を 「北激」と称した。

また北方ほど明確ではないが，漢族の同心円

の外に住む人間について，東方を「東夷J（農

業，牧畜，漁労などを営む），西方を「西戎J（遊

牧民），南方を「南蛮」（焼き畑農業，漁労を営

隣国とどうつき合うか

~工_JL_

西戎 東夷

南蛮

図1 伝統中国の国際秩序概念図

姪5り
図2大清帝国の国際秩序概念図（中華から見たイメージ図）

む）とそれぞれ称した。「秋J「夷」「戎J「蛮」

の四つの漢字はみな同じく「あらえびす」とい

う意味を持つ（四夷）。さらに同心円の（図中，

最も外側の）太線の外は，人間の顔をしてい

るが人間とは恩われないように考えられてきた

（化外）。大まかに言えば，伝統中国の国際秩序

観念はこのようなイメージであり，これが古代以

来の「華夷秩序Jである。
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以上をまとめた最も簡単な「華夷秩序j の定

義は，「中華を中心として同心円的に広がり，周

縁に位置する人種や民族ほど文明度が低いと

みなす古来の価値観念」である。

このような古代以来の価値観念が，大清帝国

の時代になると図2のように変容していく。中華

が中心にあることは不変だが，清は満洲族（女

真族）が満洲地域で興した王朝であり，これが
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北京に攻め入ってつくられた征服王朝である。

満洲族の故地である満洲地域は特別行政区域

とされ，漢族の移住は禁止された。

華夷秩序は中華（中原）を中心に漢族社会

が外延的に拡大していく構造を持つが，清朝中

国にはモンゴル族，ウイグノレ族，チベット族も含

まれている。これらの居住区域は非常に広大な

地域を占めており，全体の枠組みは「大清帝国J

と称された。

(4）分治的統治

ここで注意すべき点は，中華（中原）を支配

する満洲族・漢族が中央集権的権力によってモ

ンゴ〉レ族，ウイグ〉レ族，チベット族を支配したの

ではなく，「分治的統治Jをやってきたことであ

る。「分治的統治」とは，「冊封体制Jとも称す

るが，中華の礼式に服させる見返りに各地の支

配者に王位を与え，その王に領土と領民の統治

を委ねるとし＼う伝統的な国際秩序観念である。

「冊」とは，地方の統治者に対して王位を与え

る旨を記した冊書（委任状）である。専制的な王

を輔弼する官僚群に爵位を与える委任状でもあ

る。「封Jは邦土なり領土を意味する。各領土を

伝統的支配者が統治することを許可し，その代

わり中華の王朝に対して朝貢し礼を尽くすこと

を約束させる（朝貢システム）。搾取・被搾取の

関係ではなく，各地の王が10捧げれば30のお返

しをするというもので，それによって天子は中華

の王朝（中央政府）の寛大な権威を示したので

ある。

（清の）天子は，チベット仏教やイスラームの

保護者としづ立場を取り，他の民族を弾圧して

ーマ帝国が隣国を占領するとその被占領地の

支配者に統治の権力を与え，彼をローマとの連

合軍に加えてともにさらに外延へと進出し，そ

の繰り返しによって巨大な帝国を築いていった

ようである。あれほどの広大な地域と異民族を

統治するには，そのような方法しかなかったの

ではないか。現代でもインドや米国の連邦制に

見るように，人間の知恵として，異民族によって

構成される広大な地域の統治には「分治的統

治」が有効であり，その原型が大清帝国にあっ

たのではないか。

圏内の異民族に対して冊封体制で臨んだだ

けではなく，朝鮮やベトナム，琉球などに対して

も，これらを冊封体制に組み込む形で君臨した

とし、う事実は一段と興味深い。強権による自国

領土への編入というやり方ではなく，まさに（軍

事力を背景にしながらも）イデ、オロギー，システ

ム，体制によって組み込んだ、のが冊封体制で、あ

る。

現在の東南アジア諸国に該当する海域諸国

も同様で、あった。当時は（ここには国民国家体

制はなく）詰洋とした境界によって存立した国々

であり，各王朝によっても中華との関係の度合

いに温度差はあっただ、ろう。都市国家が多かっ

たように思われる。そのような国々も（たとえ中

国に抵抗していたとしても）中華世界から見れ

ば，（広い意味で）中国を仰ぎ見る華夷秩序，冊

封体制の中にいたのではないか。

( 5）華夷秩序の外にあった日本と台湾

日本は華夷秩序の坪外で、あった。

日本の古代国家が誕生したとき，国づくりの

同化政策を取ったわけで、はなかった。むしろ冊 テキストがなかったので，それを求めて遣惰使・

封体制といわれるように，分治的統治をやって 遣唐使などを中国に派遣し，律令制度を導入し

きたというべきである。 て古代律令体制を築いた。この時代，日本に対

塩野七生さんの『ローマ人の物語』によれ する中国の影響には5齢、ものがあった。しかし，

ば，ローマ帝国が巨大化した要因の一つにロ 日本が冊封体制の中に組み込まれたことはなか
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った。足利時代に明に対して朝貢貿易をしたこ

とはあったが，それは例外的・一時的なものだ

った。基本的に日本は，中華文明とは別の道を

歩んできた。

もう一つの例外的存在が台湾だ。台湾は日本

よりも外延の「化外」に位置していた。華夷秩

序においては天子の徳が外延的に拡大しなが

ら周辺を教化していく，その過程が「王化Jで

あるが，その枠外にある存在を「化タトJとしづ。

台湾は， 17世紀に明（南明）が最終的に滅

亡すると（1662年），「反清復明Jを唱えて清に

抵抗した鄭成功が，当時台湾を支配していたオ

ランダ・東インド会社を追放して支配権を確立

した（1662年）。しかし清は鄭成功政権を制圧し

て滅ぼし，その後，台湾は福建省の統治下に編

入された。

当時台湾は清の関心の一部で、はあっただ、ろ

うが，せいぜい反清勢力の橋頭壁になっては困

るという程度の関心で、あって，台湾を本格的に

統治・経営しようと考えたことはなかったよう

だ。清は台湾の原住民を「蕃Jと呼んで、放置し

ていたとみられる。西洋諸国が台湾統治をした

ときにも，清はこれに異議を申し立てることもな

く，清の官僚が一番行きたくない地域も台湾で

あったようだ。

日清戦争後の講和条約（下関条約）によっ

て，台湾が日本に割譲されるようになった背景

には，そのような清国の台湾に対する（華夷秩

序的な蔑視）意識があったからではないか。

講和条約の交渉において，清側の全権代表は

李鴻章と李経方（駐日公使），日本側全権代表

は伊藤博文と陸奥宗光だった。外務官僚が取り

囲む中，下関の春帆楼の2階で長い談判をやっ

た。その決着がついたとき，李鴻章は伊藤博文

に対して「あなたは（台湾統治で）苦労するよ」

と言って去っていったという。当時の台湾は，土

匪・匪賊が政雇し，衛生状態が悪く，アヘンが

7 

隣国とどうつき合うか

蔓延する，まともな社会として機能していなかっ

たからだ。

( 6）現代とつながる伝統観念

「中華民族の偉大なる復興Jというときの現

代中国は，大清帝国の栄光を再生したいという

観念であり，習近平総書記以前から中国人エリ

ートの意識の中にはそのような観念が存在して

いたのだろう。そうでないと1992年に制定された

国内法「領海法Jの文言を理解するのは難し

し、。

領海法第2条：中華人民共和国の領地領海は

中華人民共和国の大陸とその沿海の島l興，台

湾及びそこに含まれる釣魚島とその付属の各

島彰湖列島，東抄群島，西沙群島，中沙群島，

南沙群島及びその他一切の中華人民共和国に

属する島l興を包括する。

南シナ海について中国政府は，九段線の内

側すべてを自国の領海だと主張しているが3

1932年に発刊された中華民国当時の南海地図

にも同様の記載がある。現在の中国政府は，中

華民国の領土概念を継承してそうしたのだと思

う。中華民国のそれも，それ以前の観念を継承

したのに違いない。

領海法第2条の最後の「その他一切の中華人

民共和国に属する島i興を包括するJとし、う部

分をどう解釈すべきか。

領海法の「台湾及びそこに含まれる釣魚島

とその付属の各島Jという表現に見られるよう

に，中国政府は「尖閣諸島は台湾に属する」と

見ている。つまり台湾は中華人民共和国に属す

るのだから，尖閣諸島は当然中国に属すると主

張する。

「その他一切の中華人民共和国に属する島艇

を包括する」の解釈は，時間の経過と共にどん
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どん変化してして可能性が否定できない。つま

り，私は日本の南西諸島のどこまで含むのかと

入れるときには，迎恩門（注：漢城の西大門で

ある敦義門のすぐ外，義州を経て北京に至る街

いうことを憂慮している。 道にある）の外側に出て朝鮮王が出迎え，朝鮮

尖閣諸島や南シナ海を中国政府は自らの「核 王はその門を（通らずに）迂回して城内に戻つ

心的利益」と主張する。2013年11月，東シナ海 たという。使者が帰国するときは，明の使者は迎

に「防空識別圏」が設定されたが，南シナ海に 恩門を経て出て行くが，朝鮮王は迂回して迎恩

は九段線を理由に支配権を主張しているから，

それを根拠に今後そう遠くない将来，ここにも

防空識別圏が設定されても不思議ではないと予

想される。

中国古代から大清帝国を経て現代中国に至

るこのような伝統的国際秩序観念の中に，現代

中国の指導部も位置しているのではないか。

門の外に出て見送りをしたという。

臣下としてそれは，これ以上ないほどの忠誠
さんききゅうこうとう

を顕示する儀式である「三脆九叩頭之礼J（注：

清の敬礼法の一つで，皇帝に対して臣従を示す
ひざまず

意味で行われ，三度脆き，九度頭を地につけて

拝するもの）がなされた。

明とこのような君臣関係を維持してきた朝鮮

だ、ったが， 17世紀に満洲に興った清が中華を

2. 朝鮮の伝統的国際秩序観念 支配して清王朝が成立したことで，朝鮮は原理

近代の朝鮮と清との関係は，「清韓宗属関係J 上，非常に難しい問題に直面するようになった。

と言われる。清が宗主国で，朝鮮が属国であると 中国の伝統的秩序である華夷秩序からすれば，

しづ意味である。 「東夷」＝蕃族の一つである満洲族が興した清

朝鮮（李氏朝鮮，以下「朝鮮」と記す）は 朝に事大することは，論理上の矛盾が出てくる。

1392年に李成桂が建てた国であり，すでに彼自 つまり，表面的には清に忠誠を尽くすものの，深

身「小を広て大に革ふるは保国の道也Jと言つ 層心理においては忠誠は尽くせない。そこに朝

て対明外交を行った。朝鮮の北・西方には巨大 鮮民族の「欝屈的心理Jが生まれたのではない

な中華帝国があり，そのさらに北方には熊のよう

な大国ロシアがあり，海洋に出て行こうとすれば

鷲の翼を広げたかのように日本が立ちふさがっ

ている。

半島のこのような地政学的環境の中で朝鮮

民族が生き残っていくためには，大国に事える

しかないとの観念が古来作られてきたのではな

いか（事大主義）。朝鮮が誕生したころの中国は

明（13681644年，南明は1662年まで）だ、ったの

で，明から王位を冊封された。国号「朝鮮Jも，

いくつかの案の中から明の皇帝が選んで、決めら

れたものだ。

このような宗属関係の中で，朝鮮は慶弔使の

派遣，中国使者の受け入れ（「迎恩門J）を度々

か。

しかし時間の経過と共に，朝鮮民族は，f中華

文明の本流は清朝にあるのではなく，自分たち

李朝の方にこそある」としづ考え方に変えてい

ったのではないか。つまり，表面的には清に事大

しながらも，民族心理の深層においては中華の

伝統を正統的に継承するものは朝鮮にありとす

る考え方である。これが「小中華主義Jと呼ば

れるものだ。そしてこの「小中華主義j が時の

経過とともに強化されていった。

朝鮮は伝統的に「東方礼儀之国Jといわれて

きたが，それはまさに「礼儀之国は朝鮮で、あっ

て清朝ではないj としづ意味であろう。実際，朝

鮮（韓国）は礼式の国だと思う。朝鮮は儒教の

行ってきた。例えば，北京からの明の使者を迎え ・中でも朱子学を導入した。朱子学の基本は，あ

8 

るがままの人聞を認めず，朱子学の礼式を全うし

て初めて人間になるという考え方だ。人聞社会

を礼式化してその礼式を守らせることを基本に

据えた。

「衛正斥邪」という言葉があるが，「正J（「正

学J「正道J）は（朝鮮）朱子学を守ることであ

り，「邪」（邪道）の解釈は難しいが，（西洋キリス

ト教文明のほかに）清の儒学を含めて考えてい

たのであろう。

以上をまとめると現実の国際関係において

朝鮮は，清に服属し，君臣の儀礼を守りながらこ

れに「事大」する一方で，内面においては清を

軽蔑する生き方を選択したのである。表層と内

面の分離・葛藤。現実と思想、の亀裂。このような

深層心理状態に長いこと耐えてきたのだと思う。

日本のような世俗的国家と比べると，朝鮮は

圧倒的にイデ、オロギー的社会だと思う。さらに

言えば，朝鮮はイデ、オロギーのみで生存しえた

隣国とどうつき合うか

の）中国が日本を「取るに足りない卑小な国（東

夷，蕃族）Jと見ていたとすれば，（小中華思想、

の）朝鮮は中国以上に日本を（蔑んで）見てい

たのは当然であろう。

中国にとって日本は，はるか海の向こうの島国

だとしづ感覚があるかもしれないが，朝鮮にとっ

て日本は対馬海峡を隔ててすぐ隣にある国であ

る。無視の対象にはなり得ない。ゆえに卑小，取

るに足らないといった蔑視観が現実性をもって

強く現れたのでもあろう。

日本が朝鮮半島を何度か侵略し，近代に至っ

てついには併合にまで至ったことは，朝鮮の両

班階層にとって絶対に許せないとしづ感覚・認

識があったのだと思う。その思いが長いこと意識

の下（潜在意識）に眠っていたのではないか。

前節で述べたような朝鮮民族の深層心理的

分析と歴史的事情を合わせて考えれば，現代の

韓国が歴史問題にこだわるさまざまな出来事も

王朝だと言うこともできよう。世俗にまみれて合 私どももよく理解できるであろう。

理的に利益の追求にしのぎを削る日本に比べ 朴撞恵大統領が，日韓外交交渉の主たる議

て，内外の「欝屈」に耐えてイデ、オロギーのみで、 題として慰安婦問題をことさら取り上げている。

に生きていこうとしづ朝鮮は，ある面で見上げた 国益全体を考えていくつかの課題の中の一つに

ものでもある。この生き方を見て思い出すのは， 慰安婦問題があるというのであれば理解できる

魯迅の小説『阿Q正伝』である。 が，このシンクぐル・イシュー化は，日本人としては

阿Qは片田舎の作男のような人物だが，「精神 不思議に思われる。最近は，ダブツレ・トラックで

勝利法」と自称する独自の思考法を身につけ 慰安婦問題を考えようとする韓国の識者も出て

ている。阿Qは人からどんなに罵られ小突かれて

も，結果を都合よく考え解釈して自分が勝利した

と思い込むとしづ人物で、あった。いくら侮辱され

ようが，人間生きていくためにはイデオロギーが

必要だ、ったということなのだろう。朝鮮は「阿Q正

伝国家Jだ、ったのかもしれない。

3.朝鮮民族の深層心理から現代を理解する

既に述べたように，朝鮮は（中華思想、が凝縮

したような）「小中華思想Jの国で、あった。中華

思想より一層「中華的」で、もあった。（中華思想
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きてはいるようだが，まだ少数に過ぎない。

それで、は慰安婦問題について，平均的韓国人

はどのように考えているのだろうか。それを言語

化すれば，おそらく「文明において低く卑小なる

日本が，礼を伝統的に尊んできた，価値において

上位にある朝鮮の女性を犯したことは，絶対に

許されることではなしリとしづ潜在的な意識な

のだろう。従軍慰安婦の強制連行説に関して日

韓の議論が全く噛み合わず平行線をたどる背景

には，このような意識下（潜在意識）の問題が

あるように思う。
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．， 

韓国では「過去史清算（注）J （慮武鉱大統 情が彼に与するからである」（原著は1878年，金

領），「歴史清算J（朴樺恵大統領）という言葉 容権訳『朝鮮事情』東洋文庫，平凡社， 1979年）。

を使っているが，＜歴史を清算する＞という考

え方は，日本人にとってはほとんど理解不能で

ある。韓国の人は 「歴史を清算できるj と考えて

いるようだが，日本語としては意味を成さない。

しかし，韓国人の間ではごく平均的に使われて

韓国の憲法裁判所は2011年8月に，「元慰安婦

の賠償請求権に関する韓国政府の不作為は違

憲Jとの判決を下したが，憲法裁判所の判示で

あるから，行政府はそれに従わざるを得ない。慰

いるとし、う不思議さ。 安婦問題については，政治的主張に若干の変動

また， 2003年3月に与野党の賛成によって韓 はあるにしても，根本的解決はほぼ不可能なの

国国会で成立した 「日帝強占下反民族行為真相

糾明に関する特別法Jには，次のような文言が

ある。

ではないか。

また元徴用工に対する賠償金訴訟でも，ソウ

ル高等法院は「新日鉄住金元徴用工に対する

賠償金の支払しリ を命ずるとともに，釜山高等

「日本帝国主義の殖民政策に協力し我が民族 法院でも「三菱重工元徴用工に対する賠償金の

を弾圧した反民族行為者が当時蓄財した財産 支払い」を命ずる判決を出した（2013年7月）。

を国家の所有とすることにより，正義を具現す 先日，世界を回っているジャーナリストの古森

るJ。 義久氏に「日韓ほど容易に和解できない二国関

係は世界にあるだろうか？ もし日韓関係に類

対日協力者本人は，現在生きていないわけだ 似した二国（隣国）関係があれば教えてほししリ

から，現在生存しているのはその孫・曾孫以下

である。その世代の財産を国家所有にして正義

を実現するとし、う主旨である。

19世紀末にフランス人宣教師シヤノレノレ・ダレ

(1829-78年）は，朝鮮の事情について次のよう

に記述した。

と率直に聞いてみた。彼はしばらく考えた上で，

「やっぱり日韓関係ほど和解が難しいこ国関係

は他にないのだろうねJと答えていた。

日本の近代，すなわち開国・維新以来，明治

の日本を終始悩ませ続けてきたのが，朝鮮であ

った。本稿で述べたように，中国と朝鮮の伝統

的国際秩序観念を理解することは，現代の隣国

「朝鮮では，父親の仇を討たなかったならば， （中国・韓国）との付き合い方を考える上で有

父子関係が否認され，その子は私生児となり，姓 益だと信ずる。

を名乗る権利さえもなくなってしまう。子のこの

ような不孝は，先祖崇拝だ、けで、成り立っているこ

の国の宗教の根本を侵すことになる。たとえ父

が合法的に殺されたとしても，父の仇あるいはそ

の子を，父と同じ境遇に陥れなければならず，ま

た父が流罪になればその敵を流罪にしてやらな

ければならない。父が暗殺された場合も，同じ行

為が求められる。この場合，犯人はたいてい無罪

とされる。なぜなら，この国の宗教的国民的感
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(2015年10月7日，「21世紀ビジョンの会Jにおけ

る発題を整理してまとめた）

＜注＞

日本のジャーナリズムでは「過去史Jの漢字を当て

ているが，韓国語の辞書等では普通「過去事j と表

記している。
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